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Abstract: A case of skin gnathostomiasis was reported with special reference to the 
immunological diagnosis. A 50-years-old male swallowed some alive loaches 2 months 
before suffering skin complaints. Creeping eruption was first observed on the upper 
abdominal region, then on the right side of the axilla and chest, with high degree of 
leucocytosis (16,800/mm?) and eosinophilia (72.5%). The operation was performed to 
obtain worms and for definite diagnosis. But no worm was found in the creeping erun- 
tion on the right side of the chest. These creeping eruptions disappeared within one 
week without any therapy, but a new eruption appeared on the back 3 months after the 
disappearance and it also disappeared within one week. Immunological diagnosis was 
carried out with enzyme-linked immunosorbent assay (ELISA) and Ouchterlony’s double 
diffusion tests. Cross reactions were observed among wide range of helminth antigens, 
especially of nematode antigens, but these reactions were eliminated by the absorption of 
patient serum with these helminth antigens, and the case was diagnosed by Ouchterlony's 
test as a skin gnathostomiasis. The new type of gnathostomiasis occurring recently in 


Japan was disszussed. 
Tropical Medicine, 24(1), 1—7, 1982. 


は じ 5 に する 奇病 が 頻 人 落し , CORASAMANE (Gnat- 
hostoma spinigerum) で ある こと が 明らか に され 

第 2 次 世界 大 戦後 九州 各地 で , カム ル テ チイ (雷魚 ) た . 次 いで 昭和 30 年 代 に 東海 地方 で 同様 の 病気 の 集 
を 食べ た 人 に , 移動 性 の 限局 人 性 炎症 性 浮 弁 を 主 徴 と 団 発生 が あり , これ も カム ル チ イ の 生食 が 感染 源 と 


Received for publication, February 9, 1982. 
長崎 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 業績 , 第 255 号 . 


され た (Fi, 1981) . し か し , その 後日 本 の カム 
V4 から 顎 口 虫 幼 虫 は ほとん ど 検出 され な く な 
り , し た が っ て 本 症例 の 発生 も 見 あたら な く な っ 
TE 

最近 の 海外 旅行 ブー ム に と も な い ,・ と くに 東南 ア 
ジア へ の 旅行 者 の な か で , Ste CHA RECEB LI 
人 が 多く 観察 きれん る よう に な っ た AR, 1974) . 
また , 日 中 国交 回 復 に 伴い , 東京 , 大 阪 の 商社 員 に 
中 国 訪問 の 際 , 多数 の BORED 発生 が 見 られ た 
(森田 ら , 1981). Lal, これ ら は いずれ も 海外 
COE CHT, その 後 の 国内 で の 顎 口 虫 に よる 
ki vA ACCU 

と ころ が 昭和 55 年 頃 よ り ,。 ドジ ョ ツウ の 生食 に よ 
D, EL LTE TAWEEZ EMIR TAIL 
Alon bess, 関西 を 中 心 に 日 本 各地 で 先生 し 
(森田 ら , 1981; 中 林 ら , 1981; FHD, 1981) , 
従来 の Sinira FAO E LO uou 
て 。 現 在 盛ん に 論議 され て いる (西村 ら , 1981) . 
本 症 の 確定 診断 は 皮下 の 移動 性 の 浮腫 , また は 賜 
行 疹 下 の 虫 体 を 摘出 し , 顎 口 虫 を 証明 する こと で あ 
A. し か し , 幼虫 が 移動 し て いる の で 貝 体 摘出 が 困 
MPA WB, ib 1981) は , 彼 が 扱っ た 68 検 体 
の うち 。 顕 口 虫 症 と 診断 し た の は 26 例 で , その うち 
申 体 が 摘出 され た の は 1 例 の み で あっ た と 報告 し て 
OZ. したがって, 本 症 の 診断 と し て , 第 2 中 間 宿 
キキ の 生食 の 有無 な ど と 共に , 免疫 学 的 診断 に 頼ら さ 
る を 得 た い 状 況 に ある . し か し , この 免疫 学 的 な 診 
断 応 し て も , 現行 で は , GRE TERR 
類 と の 間 に 交 叉 反応 が 認め られ , 必ず し ゃ 診断 が 容 
は な 

今回 われ われ は 北九州 市 で , 輸入 ドジ ョ ウ の 生 
fut o TEEL, 免疫 学 的 に 診断 LACAN RIE 
の 1 例 に つい て 報告 する . 併 わ せ て , BOLO A 
症 の 特徴 と その 免疫 学 的 診断 法 に つい て 考察 し た 
V. 


JE 例 


BUE : 50, 公社 職員 , 北九州 市 在住 

初診 : 昭和 S56 年 , 7 月 31 日 

主訴 : ZARR LO mK 

RAA : 昭和 56 年 , 6 月 下旬 , 北九州 市 の 茶 料理 
店 で ドジ ュ ウ を 生食 し た こと が ある . METAS 


G, 飲酒 後 , 全身 傘 怠 感 と 肉眼 的 血尿 が 出現 し , 小 
倉 記念 病院 泌尿 器 科 を 受診 し , 急性 前 立 腺 炎 の 診 
の も と に , 化学 療法 の 治療 を 受け た . その 問 , 全身 
Wee Re ATOR LOC, 7 月 31 日 同 病 院内 科 を 
受診 し た . 白血球 増 多 (16,800/mm?) Fs X CHEER 
BRIM (72.5%) を 認め た た め , 8 月 31 日 内 科 に に 精 
査 の た め 入 院 Lic. 

現 症 と 経過 : 入院 後 1 週間 日 の 9 月 7 日 に 上 腹部 
と 3 と 4cm の 索 状 ・ 紅 色 の 皮膚 隆起 が 突然 出 現 し 
た (Fig. 1-0). また . AMECA RARA PEO FH 
様 の 皮下 線 状 悪行 疹 が 出現 した. 9 月 10 日 , 当 院 の 
皮膚 科 を 受診 し , 顎 口 虫 症 の 疑い で , 切開 生 検 を 勧 
め た が 。 患者 が 拒否 し た た め 施 行 で き な か っ た ・ し 
か し 。 9 月 15 日 に , 新た に 前 胸部 に 線 状 能 行 疹 が 出 
現 し た の で , 翌日 皮膚 科 で 同 部 を 生 検 し た . 組織 学 
た は 好 酸 球 の 集 多 し た 像 が 認め られ た が , BRIE 
摘出 で き な か っ た . さら に 数 日 後 。 2 ROBAR 
上 疹 が 背中 に 出現 し た (Fig. 1-b). いずれ $ 特 列 の 
治療 を し な いで 消滅 し た . 9 月 21 日 の 血液 検査 に よ 
り , 白血球 数 7,300/mm。 好 酸 球 数 28 と 共に 初診 
時 より 減少 し て きた . また , その 後 の 1 週間 に 新た 
な 喝 行 疹 の 出現 を 見 な か っ た の で , 9 月 29 日 退院 し 
dos 

REE > BER: : ア レル ギー 疾患 な ど 特記 すべ き 
病歴 し は ない. ペッ ト や 家畜 な ど を 飼育 し た こと は な 
e; それら の 動物 と 接触 し た こと も な い . 海外 旅行 
た どの 経験 も な い . 昭和 56 年 6 月 以降 において, 
咳 ・ 療 ・ 胸 痛 ・ 呼 吸 困難 な どの 呼吸 器 お よび 発疹 な 
E o Bebe o dug oi. 

入院 時 所 見 : 身長 170cm, 体重 62.5kg, 体温 , IR 
fo, 呼吸 数 , 血圧 な ど 異 常 な た し. 肝 が 1 横 指 触 知 す 
る が 圧痛 な し . BR 腎 触 知 せ ず . 全身 の リン ズバ 節 に 
AA Te MK Te L- 

入院 時 検査 所 見 : HUM, A E fü 
野 正常 。 心電図 . SVi(8) 十 RV。(33.5) =41.5mm 
で 左 室 肥 大 . 尿 は 潜血 反応 ( 十 ) 以 外 は 正常 . 血液 検 
査 で は 白血球 数 9,200/mm, 好 酸 球 数 43.5 で 共に 
高値 を 示 し た が , それ 以外 は 特記 すべ きこ と な し 
電解 質 , 血清 蛋白 分 画 , 血清 の 生化 学 的 検査 な どす 
べ て 正常 。 CRP( 一 ), ASLO x12, Coombs(—), 
ges Wet s s C— 2. B,-microglobulin は 5.9gg/ml 
(正常 値 , 0.2~2.0) E ER. IgG 1410mg/dl GE 
3581,200—1,800), IgA 226mg/dl (IE #IEL60- 
350) , IgM 244mg/dl (正常 値 120~240) , IgE 


(a) 


479U/ml (正常 値 700 以 下 ) で 免疫 グロ ブリ ン 値 ! 
Pp 


すべ て 正常 範囲 . qe ed e 
草 し て いた が , その 他 は 正常 . Bra Char 


cot Leyden の 結語 な し . 

その 後 の 経過 と 検査 所 見 の 変化 : 退院 後 , 新た な 
皮 廊 の 量 行 診 は し ば らく 見 られ な か っ た が , 12 月 10 
H, RRB PCRMRIRABAHH LT. し か し , + 
れ ゃ 1 週間 以内 に 特別 な 治療 も な く 消 滅 し た . その 
後 現 在 ま で 尻 行 疹 の 出現 は みて いな い . 経過 中 に , 
呼吸 溝 症 状 は 全く 出現 し な か っ た . ERK ORD 
陣 行 疹 以外 に は 顎 口 虫 幼虫 の 識 器 内 浸入 を 思わ せる 
所 見 お よび 症状 は 見 あたら な か っ た . な お , 退院 後 


(b) 


Fig. 1. Creeping eruptions appeared on the abdomen 


and on the back of patient, 


DORIA OLER, DRO MI RBA 
れ た の で , CF YORRARS 8 日 間 を 1 タール と 
し て 1 月 6 日 と 11 月 25 日 の 2 回 に わた り 投 与 開始 し 
血清 先 商 ダグ ロブ リン 値 は 経過 中 , 数 回 測 


テー 
fue 


ler 
PICTURE RBA TA. IgE 値 も すべ て 450 
U/ml 前 後 で , 増加 の 傾向 は 見 られ な か っ た . All 
BL IEA Table 1. に 示す よう に , 初診 時 
の が か が, 退院 後 。 徐々 に 減少 
MIRARTE 1 月 現在 , な お 白血球 数 
3% C, 両者 共 増 加 し た まま の 


¡CER "n な 高値 を が 233 も 
Anz 
7,200/mm?, EfESEKI 


[eh ょ てるよ: 4 
状態 が 綻 い て い 


ンド lou 


Table 1. Changes in the number of peripheral blood cells of the patient 


i ~~ date of examination 

— 7/31 8/5 8/12 9/1 9/7 9/14 9/21 9/28 10/27 11/6 12/18 1/18 

name of "n ON Seed "AEN F "I u 
RBC (x 10°/mm?) 392 381 422 416 445 447 462 438 469 463 474 504 
WBC (x 102/mm?) 168 137 193 92 94 79 7 79 65 72 69 72 
Baso (97) 0 0.5 0 0.5 2.0 1.0 1.0 s TO mu A 
Eosino (%) | 72.5 64.5 47.5 43.5 36.0 43.0 28.0 23.0 16.0 12.0 14.0 13.0 
N-Band (47) | NES 0 0 L0 1.0 0 DU e 90 du du 
N-Seg (%) | 12.0 12.0 22.5 33.5 28.0 25.0 34.0 38.0 40.0 46.0 37.0 49.0 
Lympho (22) | 13.0 20.5 23.0 18.0 29.0 28.0 30.0 31.0 38.0 37.0 40.0 31.0 
Mono E O 6 io d. du TO Du EC 20. 7:0 Hoo 


(75) 


寄生 虫 学 的 お よび 免疫 学 的 検査 


開 便 内 寄生 虫 卵 検査 : 直接 塗 抹 法 お よび MG 上 集 
卵 法 に よる 糞便 内 寄生 虫 卵 検査 を , 9 月 1 日 より 選 


院 時 まで , 計 7 回 行なっ た が , すべ て 陰性 で あっ 


た . し か し 退院 後 の 10 月 19 日 の 装 便 検査 に は , Lad 
2 検査 の ほか に AMS MM 法 に よる 検査 を 行なっ た と 
ZA, この 方 法 に よっ て の み , 少数 の 横川 吸虫 卵 を 
認め た . 

酵素 抗体 法 (ELISA) : RARE Dirofilaria im- 
mitis, 肝 Fasciola hepatica お よび 宮崎 肺 吸 虫 
Paragonimus miyazakii の 成虫 お よび 7 YY VR 
Hi Diphyllobothrium erinacei の プレ ロビ ロ セ ルコ 
イド より , 各々 粗 抗 原 を 抽出 し た . それ ら の 抗原 濃 
度 を 蛋白 量 と し て 10gg/ml に 調整 し , Microehsa 
plate (Cooke, M129A) に 吸着 さき させ た . この トレ ー 
に 9 月 14 日 採取 の 被 検 患 者 血清 を 入れ , 1 次 抗体 と し 
て 反応 させ た . 酵素 と し て Peroxidase を 用 い , fé 
いて それ に 標識 し た 2 次 抗体 と 反応 させ た . ブレー 
ト を 十分 洗浄 し た 後 , 基質 液 と し て o-phenylene 
diamine を 加え , 発色 させ , 分 光 光 度 計 を 用 いた 吸 
光度 測定 値 よ り 被 検 血清 中 の 抗体 価 を 測定 した. 結 
果 は , Table 2、 に 示す よう に 線 虫 で ある 犬 攻 状 虫 
に の みろ 陽性 反応 を 示し , 他 の 抗原 に 対 し て は すべ て 
険 性 結果 で あっ た . な お , AD RRC SRI 
は 今回 実施 し な か っ た . 


寒天 ゲル 内 沈降 反応 (Ouchterony 法 ) : ベビ ロナ 
— VEG (pH 8.2, 1=0.05) に アガ ロー ス を 
0.9 を に な る よう に 加え て , 95°C で , 495 2 8A 
溶解 し た 後 , メス ベビ ピット を 用 いて 溶液 3ml を ス 
ライ ドグラ ス に の せ , 室温 で 約 20 分 間 静 賞 し て 楽天 
板 を 作製 し た . 血清 孔 の 直径 は 4mm, HILE 
径 は 2mm EL, 血清 孔 と 抗原 孔 の 距離 は 3mm と 
Lik. それ ぞ れ の 孔 に 患者 血清 と 0.1 錠 食塩 水 抽出 
抗原 を 入れ , 室温 で 12 な いし 24 時 間 反 応 さき せ て 沈降 
線 の 出現 状況 を 観察 し た . FVevwasium Gnat- 
hostoma doloresi, KEE Toxocara canis, RA 
虫 , 肝 帳 お よび 宮崎 肺 吸虫 の 成虫 抗原 お よび マン プ メ 
ン 殊 頭 条 虫 の プレ ョ セル コイ ド 抗 原 の 計 6 種類 の 抗 
原 を 用 い , 9 月 14 日 採取 の 愚者 血清 と の 間 に Ouch- 
terlony 反応 を 施行 し た . Fig. 2. に 示す よう に , 


Table 2. Enzyme-linked immunosorbent assay 
(ELISA) of the patient serum 


name of antigens used titer of ELISA 
Dirofilaria immitis 1 : 640 
Fasciola hepatica <1: 40 
Paragonimus miyazakit <1: 40 
plerocercoid of D. erinacei <1: 40 


p.: antigen from plerocercoid of Diphyllobothrium erinacei 


Sl: serum from patient 

G. d.: Gnathostoma doloresi antigen 
D. i.: Dirofilaria immitis antigen 

D. e. 

P. m.: Paragonimus miyazakii antigen 
F. h.: Fasciola hepatica antigen 

T. c.: Toxocara canis antigen 


Fig. 2. Ouchterlony’s double diffusion test of the patient serum against various 


nematoda, trematoda and cestoda parasites antigen. 


Eid Pe rroi, AEB, RAR, HT 
Ek LOVED ISR BUR EHER OUR Hu da 
抗原 に 対 LIA BiH 7228 VRID V. し か し , 7 
Y Y Y GFBB MO Y vee A FBURSICN LOM 
降 線 は 形成 され な か っ た . この 段階 で , Fin set 
類似 し た 臨床 症状 を 呈す る マン ソン 拡 虫 症 は 向 定 き 
hr. 患者 血清 は 線 虫 お よび 吸虫 抗原 と 広く 反応 し 
た が , これ ら の 交 受 反応 を 除く だ ため, BLUE 
帳 抗 原 を 加え て 吸収 し た 後 , 再び Ouchterlony fz 


応 を 行なっ た . その 結果 , REM LOBOS x6 
は 消滅 し , RARE, AI As LOAD ELLO AR 
p% OHOMIBMIDA Rot: (Fig 3). 上 臨床 症 
状 や 沈降 線 の 出現 状況 か DAN REM 疑わ れ た の 
T, 肝 星 抗原 で 吸収 後 の 血清 に さら に 犬 糸 状 虫 抗原 
を 加え て 再度 吸収 し た 結果 , Fig. 4. の よう に ドロ 
レス 宮 口 虫 抗原 に 対 し て の みろ 沈降 線 が 認め られ , M 
清 学 的 に , 患者 は 顎 口 虫 症 に 権 加 し て いる こと が 明 
ら か に な っ た . 


G. d.: 
D. e. p.: 


D. 


the patient serum absorbed with Fasciola hepatica antigen 
G. doloresi, D. 1.: 


plerocercoid of D. erinacei, P. m.: P. miyazakii 


immitis 


F. h.: F. hepatica, T. C.: T. canis 


Fig. 3. 


Ouchterlony’s double diffusion test of the patient serum absorbed with 


Fasciola hepatica antigen against various kinds of helminth antigens. 


S3: the patient serum after absorption with Fasciola hepatica 
antigen plus Dirofilaria immitis antigen 


G. d.: G. doloresi, D. i.: 


plerocercoid of D. erinacei, P. m.: P. miyazakii 


D. e. p.: 


D. 


immitis, 


F. h.: F. hepatica, T. c.: T. canis 


Fig. 4. 


Ouchterlony's double diffusion test of the patient serum after absorption 


with Fasciola hepatica and Dirofilaria immitis antigens against varlous 


kinds of helminth antigens. 
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BETA REO RYE LC, 従来 より カム ル チ 
イ が 最も 重要 視 さ れ て いる . 今日 まで , わが 国 で 
報告 され BUGA O ER 1 万 例 以 上 に も の ぼる 
A その 大 部 分 は 長江 浮腫 型 で あっ て , KERTH 
(Creeping disease) を 示す 例 は 16 例 と いう 少数 に 
すぎ な い (細井 ら , 1981). し か し , 最近 の ドジ y 
ウ の 生食 に よる 症例 で は , この 度 膚 則 行 型 の 症状 を 
示す も の が 非常 に 多く 報告 され て いる (北島 ら , 
1981; 中 貼ら , 1981; 細井 ら , 1981) . 今回 われ わ 
れ が 報告 し た 症例 も RT St 症例 で あっ 
Ws 

また , 西村 ら (1981) OMA PY aàavpfosum 
幼虫 の 検索 結果 に よる と , RRE ATI AR 
哨 口 虫 の 幼虫 より も 極め て 小型 で あり , それ を 大 に 
感染 させ て も 成虫 に な ら な か っ た と いう と と で あ 
5. 従来 か ら , ASE CHE LEAD ER F AT 
ARG, 1 種類 が 原因 で ある と され て きた . し 
か し , 上 記 の よう に 従来 の 症例 と は 臨床 的 な ら び に 
寄生 虫 学 的 に 相違 し た 所 が 指摘 され て いる の で , 最 
HO F? a VICL AU DHEA ER Le Bint 
DAN E o ChEbS SHCA AEE b GEC 
plete? 
OREORE し て , 申 体 摘出 が 必ず し も 成功 
し な い の で , 免疫 学 的 な 診断 が 重要 視 さ きれ て いる . 
哨 口 虫 症 の 免疫 診断 法 と し て は , KARIN, WER 
Io, 補 体 結合 反応 , 免疫 電気 泳動 法 が 行 な ち られ て い 
る . xt (1981) に よる と , PARED AZ Tey 
グ と し て , まず 度 内 反応 を 行ない , 次 いで Ouch- 
terlony 法 に より 沈降 線 の 有無 を 確認 し , 最終 的 に 
免疫 電気 涼 動 で 特典 沈降 線 を みる と いう 方 法 が 良い 


x 


ENS Oe し か し 。 COT Che (eos. 2 
くに 線 貝 類 と OPN 交叉 反応 が 認め られ る こと が 
多く , 必ず し も ゃ 確定 診断 は 容易 で は な い . 北村 ら 
(1981) は , 貝 体 が 摘出 され た 顎 口 虫 症 患 者 に 度 内 
反応 を 試み , FAO BOBURISU Cie<, RER, Ark 
状 虫 お よび 広東 住 血 線 虫 (Angiostrongylus canton- 
ensis) 抗原 に も 同様 に 陽性 を 示し た と 報告 し て い 
る . 津島 ら (1980) も , Ouchterlony 検査 で は 犬 回 
虫 な どの 線 虫 類 と 広く 交叉 反応 を 示す こと を 認め て 
いる . 

FARO MIC, SORBATE ts Oey AE 
は , Favret (Ancylostoma braziliense), 大 
HR CA. caninum), KAI, v vale 
虫 な ど が あり , 最近 で は , 宮崎 肺 吸虫 の 皮下 寄生 
(岡田 ら , 1981) も 報告 され て いる . これ ら と の 鑑 
別 診断 の た め , 免疫 診断 に は 宮口 曳 抗原 だ け で な 
く , 数 種 の 寄生 虫 抗原 を 用 い , 交叉 反応 が 認め られ 
た 場合 に は , 本 症 の よう に 他 種 抗原 で 吸収 し て 確定 
診断 する こと が 必要 で あろ う . 


結 EI 


1) FY eURERL EOF RARO BOGA BIE 
の 1 例 を 報告 し た . ドジ ョ ウ は 韓国 産 と いう こと で 
あっ た が か, 実態 は 不明 で ある . 

2) 虫 体 は 摘出 され な か っ た . し か し , 患者 血清 
を 種々 の 帳 昌 抗原 で 吸収 後 , 寒天 二 重 拡散 法 を 用 い 
CHAO HE CHS T AMER Lie. 

3) FRO AED CE RINCON CBE LK. 

4) カム ル チ イ の 生食 を 原因 と LRPERO NB 
症 と 最近 の ドジ ョ ウ に よる 吾 口 虫 症 の 相違 に つい て 
考察 し た . 


Rik 


D 細井 洋子 , 中 野 和子 , 浜田 稔 夫 , 山田 IE 平田 一 人 1981) : SAE 1 例 . 皮膚 臨床 , 2307), 


679—681. 


2) FIKH) (1981) : ARB RoT. KERR, 2307), 651—657. 
D 北島 拓弥 , 島田 真 路 , 今野 保 敏 , 西脇 宗 一 , 宮地 純 樹 , 小須田 達夫 , 野坂 謙二 (1981) : HSA O E 


ー 了 臨床 と 治療 一 . 皮膚 臨床 , 23(7), 665—672. 


4) 森田 PR, 瀬川 武彦 ,。 天 野 博之 , 荒木 情 治 (981) 
た 症例 に つい て の 検討 . 寄生 虫 誌 , 30( 増 ), 92. 


A Y a DARA L TADRE, 最近 経験 し 


9) PHRA, 小野 思 相 , 矢野 健一 , 松沢 佑 次 , 遠藤 佐保 子 1981) : HAF? a VAR O 


JE, 最近 経験 し た 4 症例 に つい て の 検討 . 寄生 虫 誌 , 30( 増 ), 92. 

$) 中 山 英俊 , SRZ, 田中 敬子 1981) : 顕 口 虫 性 Creeping disease の 1 Øh 皮膚 臨床 , 23(7), 673— 
677. 

7) 西村 Se, 佐野 諾 蔵 。 福岡 利 英 , 新家 荘 平 (1981) : 輸入 ドジ ュ ウ を 感染 源 と する 顕 口 虫 症 . 輸入 ドジ a 
HISTORIA. 寄生 貝 誌 。 30( 増 ), 93. 

8) 岡田 周子 , SEL E 荒木 国 興 , 谷 OHSS, 田中 寛 1981) : 前 胸部 に 移動 性 腫 六 を 認め た 宮崎 肺 吸虫 
TED 1 例 . BARRE, 3008), 132. 

9) KEELE (1974) : CAD, 生魚 か ら 移 る 寄生 虫 . 科学 朝日 , 34, 113—116. 

10) ib SFE 981) : BERS Bio EE EB. 皮膚 臨床 , 23(7?), 659—663. 

1D) 津島 弘文 , 沼田 昼 実 , 山本 治 , HARA, 岩永 E (1980) : 広島 市 内 で 感染 し た と 思わ れる 度 膚 顎 ri 
虫 症 . 広島 医学 , 33(10), 1183-1187. 

12) 吉田 幸雄 , 守田 信 三 , 山田 f HAAR, Bm WU, 荻野 賢二 , 了 岡本 憲司 , 原田 晴子 , 福本 圭 志 , 近藤 
元治 , 古川 佳代 子 , 赤松 春 義 , 多田 正大 1981) : 最近 の ドジ ュ ウ 生食 に よる 寄生 虫 症 の 増加 。 ES Ich 
DRE, BIER, ERZO OT. AEREE, 300%), 93. 


